
町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

冬期災害時の対応について

一般質問

狩野　正雄議員

（
質
問
）

　

11
月
27
日
か
ら
28
日
の
暴

風
雪
に
よ
り
、
室
蘭
市
・
登

別
市
に
お
い
て
大
規
模
な
停

電
が
発
生
し
た
。

　

暖
房
器
具
や
生
活
の
全
て

が
電
気
に
よ
り
制
御
さ
れ
て

い
る
現
在
、
事
態
は
深
刻
で

あ
る
。
冬
期
間
に
お
け
る

災
害
時
の
対
応
を
住
民
と
し 狩野正雄議員

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
。

災
害
に
備
え
３
日
分
の
食

料
。
特
に
冬
の
災
害
・
停

電
対
策
と
し
て
電
気
な
し

で
使
え
る
灯
油
ス
ト
ー
ブ
。

ラ
ジ
オ
付
き
防
災
無
線
。

基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に

お
い
て
は
、
不
測
事
態
に

備
え
非
常
用
発
電
装
置
が

必
要
。

て
、
地
域
と
し
て
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
備
え
る
事
が

必
要
か
。

　

自
助
と
し
て
普
段
か
ら
準

備
し
て
お
く
事
は
。

飯沼新吾議員

議会だより しかおい 62013年 1月号第 117号 66議会だより しかおい7 2013年 1月号第 117号
議会
201

史跡、名所の保存活用に対する検討の
経過は・・・

飯沼　新吾議員

２
人
の
議
員
が
一
般
質
問

QA
防　災

停
電
・
災
害
対
策
は

つぶやき

QA
歴　史

史
跡
、
名
所
の
活
用

防
災
対
策
強
化
を
計
画

（
質
問
）

　

現
在
、
町
の
文
化
財
は


白
蛇
姫
舞
い

拓
殖
鉄
道
蒸

気
機
関
車

拓
殖
、
河
西
鉄

道
の
交
差
橋
跡
で
、
未
だ
掘

り
起
こ
さ
れ
い
な
い
も
の
も

た
く
さ
ん
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
町
で
は
ジ
オ
パ
ー

ク
の
認
定
も
目
指
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
今
後
の
史
跡

名
所
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て

お
尋
ね
す
る
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

町
内
に
は
時
間
の
経
過
と

と
も
に
風
化
す
る
有
形
物
が

あ
る
が
、
後
世
に
ど
の
よ
う

な
形
で
伝
え
る
か
判
断
が
必

要
。
町
文
化
財
保
護
審
議
会

を
開
催
し
、
掘
り
起
こ
し
調

査
を
実
施
。
情
報
収
集
の
結

果
、
戦
時
中
に
使
用
さ
れ
た

「
実
弾
射
撃
場
跡
」
を
確
認
。

今
後
の
取
り
扱
い
を
検
討
、

協
議
中
。
史
跡
等
の
写
真
、

概
要
解
説
等
の
資
料
集
の
作

成
が
必
要
と
考
え
る
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
も
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
る
。

（
答
弁
）
大
前
社
会
教
育
課
長

　

全
町
的
な
掘
り
起
こ
し
は

行
っ
て
い
な
い
。
実
弾
射
撃

場
以
外
に
発
見
し
た
も
の
は

な
い
。

　

で
き
る
だ
け
、
写
真
や
貴

重
な
資
料
を
整
理
し
保
存
を

行
う
。
保
存
方
法
も
教
育
委

員
会
と
も
充
分
に
相
談
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

必
要
な
対
応
を
考
え
る

（
質
問
）

　

共
助
と
し
て
の
地
域
や
防

災
組
織
の
あ
り
方

■昨年のビートの糖分が過去最低。記録的な暑さで秋に気温が下がらなかった
事が原因とか。夏は暑く、秋は寒くメリハリが大事なようです。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　
　

25
年
４
月
１
日
か
ら

「
地
域
防
災
委
員
制
度
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
日
頃
か

ら
高
齢
の
方
や
要
援
護
者

の
「
安
否
確
認
」「
声
掛
け
」

を
行
い
、
地
域
が
地
域
を

守
る
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
。

（
質
問
）

　

公
助
と
し
て
災
害
装
備
品

の
備
蓄
、
防
災
協
定
の
状
況

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

防
災
備
品
の
備
蓄
目
標

を
６
８
０
人
と
し
て
設
定

し
て
い
る
。
来
年
度
以
降

の
事
業
と
し
て
災
害
時
の

（
質
問
）

　

掘
り
起
こ
し
を
進
め
る
中

で
、
ど
う
い
っ
た
形
で
公
募

や
応
募
を
行
っ
た
の
か
。 　

（
質
問
）

　

31
カ
所
の
史
跡
・
名
所
の

看
板
の
立
て
替
え
は
。

（
答
弁
）
大
前
社
会
教
育
課
長

　

記
念
碑
等
の
看
板
の
設
置

は
必
要
な
い
と
考
え
る
。
鉄

道
の
交
差
橋
跡
、
鹿
追
の
発

祥
地
に
つ
い
て
は
看
板
を
設

置
し
わ
か
り
や
す
い
方
法
を

考
え
る
。

拠
点
施
設
と
な
る
役
場
庁

舎
の
耐
震
改
修
、
自
家
発

電
装
置
、
防
災
備
蓄
庫
の

設
置
な
ど
防
災
対
策
強
化

を
計
画
し
て
い
る
。

　

防
災
協
定
で
は
「
北
海

道
及
び
市
町
村
相
互
協
定
」

な
ど
３
２
の
協
定
を
締
結

し
災
害
時
の
支
援
を
可
能

に
し
て
い
る
。

　

ま
た
都
市
と
の
協
定
も

物
資
調
達
な
ど
で
有
効
で

あ
り
、「
防
災
協
定
を
含
め

た
友
好
姉
妹
都
市
締
結
」

の
検
討
も
進
め
た
い
。

全
員
協
議
会

　

12
月
定
例
議
会
の
開
催
を
控
え
た
11
月
26
日
に
、
町
よ
り

防
災
に
関
す
る
次
の
制
度
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

防
災
委
員
は
、
各
行
政
区

か
ら
の
推
薦
に
基
づ
き
町
長

が
指
定
し
ま
す
。
任
期
は
２

年
で
す
。　

　

突
然
の
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
と
き
、
大
き
な
被
害
を
受

け
や
す
い
高
齢
者
、
子
ど
も
、

障
が
い
者
、
傷
病
者
、
外
国

人
な
ど
手
助
け
が
必
要
な
人

に
地
域
と
関
係
機
関
が
情
報

を
共
有
し
て
連
携
し
、
支
援

す
る
制
度
で
す
。

　

内
容
は
、

１
、
災
害
時
、
要
援
護
者
の

　

身
に
な
っ
て
防
災
環
境
の

　

点
検
を
実
施
。

２
、
隣
近
所
で
助
け
合
い
避

　

難
誘
導
。

鹿
追
町
地
域
防
災
委
員
制
度

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き

「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」

と
い
う
自
助
と
、「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
共
助
の
考
え
方

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

３
・
11
の
大
震
災
を
教
訓

に
、
防
災
意
識
が
高
ま
る
中

平
成
25
年
４
月
よ
り
鹿
追
町

地
域
防
災
委
員
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
す
。

　

設
置
の
目
的
は
、

１
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

　

る
。

２
、
防
災
訓
練
や
研
修
会
へ

　

の
参
加
、
習
得
し
た
知
識

　

の
啓
発
。

３
、
地
域
自
主
防
災
組
織
の

　

育
成
。

４
、
要
援
護
者
の
把
握
と
近

　

況
の
確
認
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度

３
、
不
安
な
状
況
に
置
か
れ

　

て
い
る
人
の
立
場
に
な
り

　

支
援
す
る
心
構
え
を
。　

　

困
っ
た
時
に
こ
そ
温
か
い

　

気
持
ち
が
大
切
。

４
、
日
頃
か
ら
積
極
的
な
コ

　

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
支

　

援
活
動
を
円
滑
に
。

　

防
災
委
員
の
役
割
が
重
要

　

に
な
り
ま
す
。


